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東西文化セ ン 夕

Institute of A<lvanced Projects 

いたるとこる芝生と雌然堺植物(/)，ため、19:iが出るほど

広いハワ・イ大学を西に歩きつくしたところに， Manoa

Streamという小川がある。この小川のむこう｝やからマ

ノア山系が北に起伏している。

東西文化センタ●ー（この呼び方は『本独褐で，：：：もら

ではイースト・ウェスト・センターと百っている。正式

には， Cenlerfor Cullural and Technical lllterchange 

between Ease and "Westという，今もって邪者はすら

すらと言えない」をい名前を持っている）は，この山のふと

こるに現在七つのモダンな建物を擁しているが， 196びIこ

10月に発足し，尖I祭に仕湘を始めたのば，翌年であるか

ら，その点でほ，わがアジ研が2年先紫というわけだ。

いわゆる “Revolutionof rising expeclntions in em-

erging nations’'に対処すぺ<, I芸l家fIり（史命をになって

l-1本ではアジア経済研究所が195彩r-12月に生まれ，アメ

リカ合衆国ではこの康西文化センターが1960年10月に

設立された。

ここで非常に典味深いのは，この両認対が非常に多く

切這点を持っていることである。第1にアジ・グ地J成に

その活動の主力を注いでいること，り32に中央政府のft
金が大部分を占めること，第3に先にもあげたように，

ほぼ設立の時期をfiijこくすること（これは東西対立とn・i

北問題という国l探緊張に照らして9賜味ある現象である），

そしー（第4に予冥規模がほぼ同じであることである。

お互いに共通の抱i！此．悩みを持っているためか， 19乍年
10月中句に，東畑梢ー・アジア経済研究所所長がアメリカ

の学術会議の帰途，このセンターに立ち寄られたときに

も， Dr.Edward ¥Veiclner（センターの附総長で，かつ

Institute of Advanced Projectsの所長である。スボー

ア総長は当時出張中）が，ゼスチュアでなく謀剣（こなっ

て，先以者たるブジ研の機栂，迎営について熱のこも—)

た質問をし，多くを学びとるうとした態炭を， lnJ席した

喰者は今もなお印象深く思い起こすのである。

さて前おきはこれくらいにして，筆者に与えられた主

屈たる， lnstituteof Advanced Projectsの紹介に移ろ

う。新llflなどジャーナリズムで紹介される東西文化セン
クーは，晋通， Inslitulefor Srwlcnl Interchangeに属

するもので， 9月現在586人のフニローが勾力国から集ま

り，その大半が2カ年間大学院で勉強することtこなって

いる。他の一つは Institutefor Technical lnterchange 

で，文字通り一種の技術指郡を尖施し，1りl問は乎均44日，

1963会iil・年渡には，24カ困， 204人がハワイその他で央習

を行なっている。第 3には Administrationand Central 

Programsもここでは総務の仕事のほか Community

Rel.1tionsゃFriendsof tbe East-¥.Vest Centerが設けら

れ，市民社会と外国からきたフェローとの戯かな inter-

changeを進めている。

センクーの4大JrJ(J） }ち，ここに述ぺる Instituteof 
Advanced Projectsがその最後のものである。

IAPの波立の目的はなにか。これについて最近出たE

WCの Thi1・dAnnU(I[ Rcportに，格調の邸い 1文があ

るので原文のまま紹介しよう (p,25)。

""¥Vhy the Rctivity? Toward What end ? Part of 

the answer lies in a basic commitment: m(Iking a 

substanti(J［ coniribufi09t io lllC solution of llm e(Jntcm. 

加rary,very real problems pressing砂onthe peoples 

iu the geograpllic area scrt1edby tlic East•Wesl CC9llcr 

-problems which demand solutions and action in our 

time. Ancl part of the answer lies in confidence in a 

proccs~-a way of at,J,roaching comj,lex pmblcms: a 

mixture of lwcnminds, rnlcvaut experience, access to 

the facts, <JP/Jreciation of the other man's JJoint of 

view,. g⑩ dwill, a,zd willingness to tac/de tough proble-

ms lzead・O>t in a spirit of equality." 

ひらたく言えば，アジア・太平洋地域で直面する含困

その他(/),『廿j題を，アメリカとその地域の学者が仲よく助

け合って調査研究してゆこう，というものである。

このような理念のもとでIAPは．関係諮国の第1級

の学者・教育者の交換を辿じて，学術研究の交流をはか

る， というものであるが AdvanceProjectsと名づけた

のも，そのような含葉をもつからであろう。年齢も，昨

年臨29人，本年度39人の学者が， 5ないし10カ月の期問

で Scholars-i n-resic lcnceとしてここで研究しているが，

大休50淑liij後である（後述）。
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カパーする研究分野は大きく分けて九つであるが，そ

のいずれにも， developmentという問題、意識が底に流れ

ている。すなわち developmenteducation, development 

economics, development administration, development 

politics and law, the problems of individual adapta-

tion in the moderniねtionprocess, eff ectiven邸sin 

working abroad, international trade, the process of 

educational exchange, and cross-cultural relations. 

IAPのしくみは大別して二つからなる。一つは人物交

流を主とし，もう一つは咬料を中心とするものである。

すなわち，

(1) Exchange of Persons Programs: 

Scholars in Residence 

Fellowships in International Development 

Conferences and Symposia 

Joint Field Research 

{2) Exchange and Dissemination of Knowledge 

Programs: 

Research Collections 

Rest:arch Translations 

East-West Center Press 

Reference Research and Information 

このそれぞれについて説明することにしたいが，その

前にぜひ触れておきたいことがある。それは， IAPに限

らず，ィースト・ウェスト・センター全体について言え

ることであるが，二つの特色をあげることができる。そ

の一つは interchangeを強開することであって，学者も

学生も自国の文化・学術から涸得したものを，このセン

ターを通じて広く国際的に貢献するということ。これは

言うはやすく行なうに雉いことである。なぜなら，たと

えば民族拇踊とか，各国婦人の衣裳とかはただちにその
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ものずばりで，感‘1店(jりに捉えやすく源えやすいが，学ltl

というものは，近代化の進み，生活水拙や生眩力の高い

国ほと進んでいるのが普通である。そうであってみれば

どうしても外国語である英語の悴墜を通して，大学院の

＝ースの単位作得1こきゥうきゥうとする生活を送られば

ならない。少なくとも大学院の学生レペルでは，学術の

interchangeというよりは， friendship―それを通じて

多少とも各国の風俗習沢を知る一［）域を出ないであろ

う（爽ftこれだけでも大変・i芍「［なことであるが）。学術の

interchangeはやはり IAPによってその実現が期待さ

れねばならない。

第2の特長は， interclisciplinaryであること。これを

和訳するのは困難であるが，把者の理解するところでは

一紐のハーモニカのメロディのようなものである。一つ

一つの穴からは貨弱な音しか出ないが，いくつかの音を

組織的に巡ねることによって美しいメロディが泰される

ということである。日本の大学の研究室などで，同じ社

会科学（社会科学に限らず）でありながら，ちょっとテ

ーマを異にするため，隣人とは全然交渉がないというの

tt榜通のことであるが，先にあげた “approachingcom-

plex problems”の実践のためには，洲接する百」系の社会

科学者たちが，いっしょ1こ論じ合い，研究し合わねばな

らないのであるc 低附発国の開発Ii!j俎についてはとくに

しかりであるc この点からみると， EWCl•ま，フルプラ

イトのfellowshipと逸って，学者が同じ座根の下で餅究

できるので，恵まれた forumが提供されているわけで

ある。これら九つの研究分野でこの interdisciplinaryの

調査研究方法がいかなる実を挙げるかは，思いきった野

心的t｛認であるだけ：•こ大いに期待されるところである。

I A P の活動

1. Scholnrs-in•Residence Program (Director, Dr. 

Arthur Feraru) 

1963年6月30日現在， 40人のシニア・スカラーが，セ

ンターに招かれているが，その研究分野，出所機関国

をつぎに列記しよう。

1962~63会計年度』-
A. 人類学

1. Edward Bruner, University of lllinois (USA). 

2. Eiichiro Ishicfa, University of Tokyo (Japan). 

3. Rusinte Nayacakalou (Fiji). 

B. 生化学

4, Paul Berg, Stanford University (USA). 
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5. L. K. Ramachanclran, Indian Institute of Science 

(India). 

じ化学

6. Su匹 ttP. Garg, Lady Harclinge Medical College 

(India). 

n.屁虫学
7. Ian W. B. Thornton, University of Hong Kon~ 

(Hong Kong). 

E. 追伝学

8. James W. Cameron, University of California (US 

A). 

9. Harold Mouat, Food and Agricultural Organi祉

tion (New Z邸 land),

F. 辞ilt釦集

10. Den巫 Carr,University of Californi.1 (USA). 

11. Ahmad Mamarsjah (Indonesia). 

G.哲学

12. Homer H. Dubs, Oxforrl University (USA). 

13. D巴yaKrishna, University of Sangar (India). 

14. Hajime Nakamura, University of Tokyo (Japan). 

15. Philip Wiener, The City College of the City 

University of New York (USA). 

II. 行政学

16. Paul P. de Guzman, University of the Philippines 

(Philippines). 

17. Nghiem Dang, National Institute of Aclministra• 

tion (Viat Nam). 

.:!. Poyen Koo, Taiwan Normal University (Republic 

of China). 

5. Satnnm Mahmud, Pakist::m Aclministrntive Staff 

College (Pakistan). 

6. K. G. Saiyi<lain (India). 

なお，今年中には海後宗臣Ilii東大教投が参加される予

定である。

B. 裁判行為（オーストラリアにおける裁判行為の研究）

7. Glendon Schul:ierl, Michigan State University (US 

A). 

C. 労使関係（日本およびアメリカにおける労使関係に

瞑翌を及ぽす文化的•発展的要因に関する調査）

8. Shinichi Takezawa, St. Pauls University (Japan). 

9. Arthur M. Whitehill, The University of North 

Caroljna (USA). 

D. Malayo-Polyncsia言語研究

10. Bruce Biggs, The University of Auckland (New 

Zealand). 

11. George Grace, Southern Illinois University (USA). 

12. Cecilio Lopez, University of the Philippines (Phi-

lippines). 

E. 腋史哲学 (r恐管抄』の翻訳を主とするが，これは

瓶史的に仏教の哲学思想がいかに適応されたかを知る

カギとなる文献である。また r神皇正統記］の翻沢を
行ない， 1411.t紀にさかのぽって神道の歴史的研究を日
ざすものである。）

13. Delmer M. Brown, University of California (US 

18. Amara Rak迎 sataya, Thammasat University A). 

(Thailand). 

19. Fred W. Riggs, Indi~na University(USA). 

I. 琉球研究

20. Atsushi Kobata, Kyoto University (Japan). 

21. Chia-Pin Liang, Tunghai University (Republic of 

China). 

22. Seizen Nakasone, University of Ryukyu (Ryu・

kyus). 

隅3~64年1•年度

A.教育

1. Vitaliano Bernardino, Bureau of Public School 

(Philippines). 

2. C. Wayne Gordon, University of California(USA). 

3. M. Shamsul Hug, Educational Directorate (Pakis-

tan). 

14. Ichiro Ishida, Tokyo University (Japan). 

F. 行政学（公共行政発展の政治的韮礎：こ関する研究）

15. Ilark Dong Suh, Institute of Public Aclministra-

tion (Korea). 

16. Dapen Liang, National Chengchi University(Re-

public of China). 

17. Masihu四 man(Pakistan). 

18. Norman :vlellcr, University of Hawaii (USA). 

19. V. K. Menon, Indian Institute of Public Admini-

stration (India). 

20. Glenn D. Paige, Princetonじniversity(USA). 

G. 公衆保他（急速な文化的変革下にある低開発諸同の

保他生活蹂挑に影愕する賂問題の研究）

21. Macie Bagiastra, Training Division of the Ministry 

of Health(In<lonesia). 
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22. Eugene Hartley, City College of the City Uni・ 

versity of New York(USA). 

23. Edward S. Rogers, University of Californin (US 

A). 

24. Mali Thaineua, Ministry of Public Health (Thai-

land). 

25. Victor C. Valenzuela, University of the Philip-

pines (Philippines). 

26. I. C. Yuan, National Taiwanじniversity(Republic 

of China). 

H. 琉球涌研究（琉球訴辞典の紺さんおよび琉球方言の

分布図作成）

27. Owen Loveless (USA). 

I． 東南アジアの脳史（東南アジアにおける貿易および
侵略の歴史（I勺研究）

28. Tien-Tse Chung (Republic of China). 

J. 成翔既物理平

29. Ma四 kiHuruhata, Tokyo Astronomical Obser-

vatory (Japan). 

30. Franklin E. Roach, Boulder Laboratories, Nati(）・

nd Buren u of Standnr<ls (USA). 

31. Ashok Sl辺rma,J. K., Institute of App!ied Physics 

(India). 

2. Fellowships in lnternntional Development 

(Director, Robert G. Zumwinkle) 

これは本年初めに発足したもので，その目的は，主と

して作土課租を終えて，博士過程で研究中の者，あるい

は膊士号をとった後さらに研究を続ける若い学者のため

に設けられた。したがってこの部はfellowshipの供与お

よび，これら juniorscholars（前記のカテゴリーに対応

して使われている）のinterdisciplinaryseminarのI}fJ｛恨を

迎営するところである。この初めて開設されたfellowship

は，目下13人に供与され，その大半は2年問池士過程で

研究している（僚者もその 1人であるが，私事にわたっ

て恐縮ながら，班者の場合は Dr.Harry T. Oshima 

く現ハワイ大学経済学部長＞と明治維新以降の政府支出

を含めた，日本の経済発展の分析評価を行なっている。

13人のうち， 12人までが Ph.D. Candidatesで，筆者だ

けが Research:、こ恵念することになっている）。明年7'

8 月の 2 カ月 rlJ1 にわたり， developm~nt problemsにつ

いて，これらフェローによる interdisciplinaryなセミナ

ーが開かれる。

IOO 

3. Conferences and Symposia (Director, Joseph 

E. Mele皿）

昨会計年庇中にIl]かれた会議を下に掲げよう。

1. Development of Research on Effectiveness in 

\Vorkin~ Ahroad. 

2. Strengthening the Community of Scholarship 

Between Asia and the United States. 

3. Translation of Japanese Scholarly Thought. 

4. Southeust Asia Resources for Research, 

5. Asian-Pacific Science Information Centers. 

それぞれについての説明は紙数も残り少なくなったか

ら割愛するが，日本をテ-すこした第3項についてふれ

ると，今年5月6~8日に，国際文化振輿会と IPAの

繹，アメリカ国務省の協於で淵か11,たこの会議で，
IPAの ResearchTranslationのDirectorである Dr.

Minoru Shinodaが述べたつぎの 1節は非常に感銘深い

ものであった。 ＇ 

"Japan has become perlwps the most intensive stu・

dent of Southeast Asia. Likewise, m,my countries of 

Southeast Asia are looking to Japan to sec how she 

accomplished her development in a hundred-year 

period". 

なお， 5月13~15日にViiかれた第4の会議には，わが

アジア経済研究所にも招待状が屈き．凶：iり究料部収染課

長の中村弘光氏が参1）11されている。

4. ・ Research Translations (Director, Dr. Minoru 

Shinoda) 

この部がこれまで行なった主たる氷業は， f卸淘さん，

図沿解俎，多数の manuscriptsの d1ec k-e<litingのほ

か，翻i沢にかんする 2カ国間会議をいくつか管掌してい

る。紙数の制約でこれも各出版物についての説明はでき

ないが，その杏名だけを列記しておこう。

A. 2カ国語辞典

1. Dictionary of Chinesa Current Terminology, 340 

p., mimeographed, 1962. 

2. EnglisIl•English-I9ldoncsiau Diclionary. 

上記2由は，もっとも手数のかかった， したがって，

IAPの誇りとすぺき叫拓的なものである。このため，そ

の道の権威者が当該国から招かれた。

B. Annotated Bibliographies. 

1. Ann<Jtated Bibliography of Tsunamis, 1889~1962, 

49, 5lp. 1962. 

2. America in lite Chinese Periodical Press, 1915~ 
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3. Annotated Bibliography 011 Chinese Bureaucracy. 

4.Annoialcd Bibliogrophy. o/ ］qbancsc sludics oJ 

Souil”(lst Asia（木年10月完成予定）。

5. Effectiveness of Amm・icans Abrolltl, a11 Annotated 

Bibliography. 

c. マヌ法典の seniorscholarsによる翻訳
1. p19blic Admi11islra[ioll i99 Vic切am.これは Senior

Scholarの NghiemDang氏がフランス語訳をして

いるが，完成すれば600ページに及ぷ予定。

D. Check-Editing 

1. SI9rucy oI Asiu91 DocIヽmcntary,Waterials,330 p' 

これはアジア経済研究所発行， 『アジア語国沢料潤

杏．Jを・東京で甜沢，それをここで chcck-cclilingし

て本年7月にこれが発行されたものである。

2. A Critical Survey of Indian Religion.~ and Phi-

/osophy Chiefly Based upon Japanese Studies, 

568p.これは東大教投中村元氏の沢で， 氏は昨年か

ら1年llJJscniar scholarとしてここで研究され， j位

近帰困された。

3. TIi6 W（ヽysof Thinking of Eastern Peoples. 

E. Translations and Studies 

1. Poprtlalion I91crcase a1ld Economic Deuelop991(！nt 

i92 Asia, 262 p．原哨はアジア経済砺究所，『アジア

の人口構造』。

2. Studies 01ヽ Chi91CSCB'‘rcaI(cracy, 81 p. 

3. Stttdies of tl,e Rekidai Iloan（琉球の公式年誌（。

5. Researcl1 Collections (Di1・ecLor, G. Raymond 

Nunn) 

昨年'1月にできたばかりであるが，現在すでに蔵褐数

5万切04, マイクロフィルムのリ・・ル数5662に及ぶ急速

な発展を示しているc また新郎および定JVl刊行物も1882

種のものがそるっている。この部でいちばんの悩みは，

スタッフの不足で，受け入れ， 1距理， カード作成などの
伽lFが手遅れになりがちだと， Nun氏：＇•よボヤいている。

それもその 9•まず，昨会計年庇中パートタイマーも含めて

この邪に29人が慟いているが，．ノル・タイマーに換筑す

れば16人にしかならず， 「13カ月以上勁めあげたのは，

部内では，部長のオレだけだ」とかれを吸かナのをみて

も，大半が現地語の図“占狩料を扱う人たちの苦労が，洋

の東西を問わず，思いやられるのである。アジア1鬼係究

料がもちろん大半を占めているが，残念ながら現地から

送られてきた荷物や本())|iりから，イ1害な虫が飛び111して

いるかどうかを確かめるチャンスがなかった。

さて，最後；•こなにか IAP について批iilfがましいこと

を;!}いたものかどうかと，ペンの迷うままに，夜更けの

High Rise Dormitoryの窓辺に立っていると，ひるまは

IJl1こえない ManoaStre皿血のせせらぎがすく噂のそば

を流れるように I紺こえている。南 I•字且がきれいだ。地

J.: 4階地ド1浩の，アジア経済研究所ピルの半分くらい

の，宵いゆるやかなスロープをえがく芝生にいだかれる

ように建つ IAPのi'iりかなクリーム色のどルの中で，人

がどう芯え，将来｝こどんな期待をかけているのかはしら

ない。

?F者にとって唯一の， しかも強烈な印象は， IAP全体
のふんいきが静かで，砂く人たちがにこやかで孤icient

なことであった。其理のための櫓かな戦いを感じたので

ある。

（アジア経済研究所 迅印l昭治）

一在ハワイ
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